
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三石小学校学校便り 第２号  令和８年４月３０日発行  教 育 目 標 

緑が丘で いきいき  

わくわくする活動の中で 

○しっかり学ぶ かしこい子 

○助け合う やさしい子 

○すこやかで 元気な子 

 

 

 

校長 吉田 貴弘   

新学期がスタートして、早いもので一ヶ月が経とうとしています。新しい環境の中、

子供たちは日々緊張感を持って過ごしており、ご家庭に帰る頃には相当な疲れが溜ま

っている時期ではないでしょうか。ご家庭におかれましては、学校の話をよく聞いて

あげるなど、子供たちの様子を受け止め、温かく励ましていただければ幸いです。 

前号では、一学期に頑張ってほしいことの一つとして「自分からあいさつをしよ
う」とお伝えしました。実は、１学期特にがんばってほしいことをもう１つ伝えてい
ました。それは、「話を最後まで聞こう」ということです。 

「聞く」とは、単に音を耳にするだけでなく、相手の言葉を正 

確に捉え、その内容を理解することを指します。よく「『聞く』は 

学びの第一歩」と言われますが、これができると授業で「何を考 

え、何をすべきか」が明確になり、深い理解へとつながります。 

また、友達の考えをしっかり聞くことで、自分にはなかった視点 

に気付いたり、新しい興味が湧いたりして、学習への意欲も高まっていくのです。 

さらに「聞く」力は、相手の思いを受け止め、共感する力でもあります。相手の話

を最後まで理解しようとする姿勢は、円滑なコミュニケーションを生み、より良い人

間関係を築くための「一生の宝物」になります。 

学校は「聞く」機会が非常に多い場所ですが、この力は学校とご家庭が歩調を合わ

せて働きかけることで、より着実に育ちます。ご家庭で取り組める「聞く力を育てる

コツ」をいくつかご紹介します。 

 

 

 

などがあるそうです。ぜひご家庭でも積極的に取り入れてみてほしいです。 

一人一人が「自分からあいさつをしよう」「話を最後まで聞こう」の２つをがんばる

ことができたか手を挙げてもらうことを子供たちに始業式の場で伝えています。多く

の子供たちが「１学期がんばったよ！」と自信をもって手を挙げることができるよう、

教職員一同、日々の指導に励んでまいります。 

〇子供の目を見てじっくり話をする 

〇子供の話について一切否定をしたり、さえぎったりせずに最後までよく聞く 

〇大人同士が楽しい会話のキャッチボールのお手本を示す  



たくさん行事がありました 

入学式：新しいお友達をみんなで歓迎しました。次の日から６年生が１年生教室に行き、１年

生にお世話しています。１年生も少しずつ学校生活に慣れてきました。  

安心・安全教室：警察や町の交通安全課の方からバス

の下車や自転車の乗り方について学びました。  

参観日：授業中の様子を見ていただきました。授業中

の姿勢・返事や挨拶に気を付け、授業に集中して取り

組んでいるお子さんの頑張りを見ていただけたと思

います。ご来校ありがとうございました。  

 

ＰＴＡ総会で承認されました 

 ４月２４日に PTA 総会を行い、昨年度の活動と今年度の活動、予算や決算、今年度の PTA

役員等について承認をいただきました。学校がより良くなるように、今年１年間たくさんのご

支援・協力をよろしくお願いします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴールデンウイーク期間中。交通安全に気を付け、 

楽しい毎日をお過ごしください。 

スクールカウンセラーとスクールソーシャルワーカー来校のお知らせ 
 

 今年度も三石小学校に２名の方に来校していただくことになりました。 

 

スクールカウンセラーとは：子どもの心の悩みを聞き、安心して過ごせるよう支える 

専門家 

スクールソーシャルワーカーとは：子どもを取り巻く問題を、学校と地域・家庭をつな

ぎながら解決に導く支援者 

 

 児童も教員も保護者の皆さんも相談できます。スクールカウンセラーは年３回来校予

定、スクールソーシャワーカーは、第１第３金曜日の９：００～１２：００に三石小学

校に来校しますのでご活用ください。不明な点は教頭までお問い合わせください。  

令和 8 年度 PTA 役員・理事  


